
C-1005 大気中粒子状物質の成分組成及び
オゾンが気管支喘息発作に及ぼす影響に 
関する疫学研究  （兵庫医科大学） 

粒子状物質、オゾン濃度と
喘息発作の関連の解析 

       主要な成果 

  大気中PM2.5濃度と喘息発作との関連を疫学的に解明 

  PM2.5の主要成分の分析と発生源の推定 

  硫酸イオン等の越境移流、重油燃焼、自動車等の地域 

   における発生源がPM2.5に与える影響を解明 

  燃焼系由来の粒子、大陸からの移流による粒子等が 

   喘息発作に与える影響を示唆 

  春季におけるオゾン濃度上昇傾向とそれが喘息発作 

   の増加に与える影響を解明 

PM2.5をはじめとする大気汚染対策への貢献 
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